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6)庄武孝義 ･野滞 誹 ･川本 芳 ･足立 明 ･
林 良博 ･西田隆雄 (1988):ネパールの在
来家畜に関する研兜.ネパール在来山羊の遺
伝的変只性.耶80回日本畜産学会 (宋京 ).











































































































































































































大島 沼 ･目片文夫 ･林 基治 ･野崎頁澄･
mJ水慶子l)
研究概要
:1)マカクザル胎児の感覚系発選に関する生理
学的研究
大曲 約 ･TJ水庄子
マカクザルの胎生各糊における感党系の発適を
1)教務職員,2)大学院生
f正気生理学的 ･生化学的に解明する｡
2)サルにおける銅付加子宮内避妊器具の選任
効果及び安全性
大畠 桁 ･治水慶子
8)ニホンザルの繋死期の季節性のメカニズム
の神経内分泌学的研究
大島 清
4)サルとヒトの比較セクソロジー
大島 清
5)血管平滑筋細胞膜の氾気生理学的研究
目片文夫
()パッチクランプ法による平滑筋細胞膜の
単一イオンチャネル昭流の熱力学的解析
li)血管内皮細胞により放出される血管弛綬
物質の細胞膜に対する作用授序の解析
6)サル脳内神経活性物質の個体発生
林 正治 ･山下晶子2iT7TJ水慶子
CCK-8のサル大脳皮質各領野の汲皮を胎生1皿
日,満軌 成体時で定穴した｡胎生120日でどの領
野においてもペプチドを認められ,洞mまで増員
するが,成体期では減少していた｡ソマトスタ
チンの発適を免疫紐柏化学法を用いて調べた｡胎
生120日より新生児に到るまで細胞数は増加した
が成体時では細胞数は急減していた｡この結果は,
以前のラジオイムノアッセイの結果と一致してい
た｡
7)サル脳内神経活性物質の分布特性
林 基治
神経成長因子(NGF)に対する抗血桁を作製し,
高感度エンザイムイムノアッセイ法を開発した｡
現在,サル中枢神経系における分布について検累
を開始した｡
8)詔長柄の生死1)ズムの発現機序
野崎共澄
霊長類の生殖])ズム,矧 ここホンザルの季節繁
殖t)ズムの発現機梢を明らかにするため,過去数
年間,人工気象室内でサルを飼召して,日長の単
独控作及び日長と環境温度の同時控作を行ってき
た｡現在,それらの血牧試料について,ホルモン
レベルの解析を進めている｡
9)詔良き訓こおける各班免控ホルモンと成長因
子の局在性
野崎真澄
インターフェロン.インターロイキン,血小板
由来成長因子,インス1)ン様成長因子等の免疫ホ
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